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Ⅰ．はじめにⅠ．はじめにⅠ．はじめにⅠ．はじめに    

発達段階において中年期には、青年期に匹敵する人生の転機が存在する重要な時期であると考

えられ、その中心テーマは「他者との関係性」であるととらえられている。また、約 j80％の人が「中年の

危機」を体験するといわれているおり、危機の内容は、漠然とした人生への幻滅感・停滞感・圧迫感・

焦燥感を主な徴候とするものであるものとされている。そのような背景を基に我が国では社会的にも、

中年期における職業の問題が取りざたされている。このようなキャリアの節目ともいわれている中年期

に、各個人が自分自身を振り返ることや、自分と同じ状況にある人の危機への対応策等を把握するな

どして、自分の仕事への向き合い方や今後の仕事への対応を考えることが必要であると思われる。 

Ⅱ．目的Ⅱ．目的Ⅱ．目的Ⅱ．目的    

 本研究では、40 代から 50 代の職業人男女約 20 名へのインタビューによる調査をとおして、中年期

の職業を有する男女に関して、第一に中年期の職業人の中年の危機とそれに対する不安や葛藤と、

それに対する対応、第二に仕事に対する興味・価値観、第三にアイデンティティの様態について明ら

かにすることを目的とした。 

Ⅲ．方法Ⅲ．方法Ⅲ．方法Ⅲ．方法    

研究方法は、40 代から 50 代の中年期の有職者（自営業・パート・派遣勤務含む）男女合計約 20 名

を研究担当者の知人を基点としたスノーボールサンプリング法により抽出し、調査への協力を十分に

説明したうえで協力を依頼し、同意書をとった後、ライフラインを活用して半構造化面接を実施する。

対象者の許可を得てＩＣレコーダーに録音した後、紙面に逐語記録としてデータ化し、KJ 法と M-ＧＴ

Ａ（修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ）を用いて分析を行い、複数の概念の関係から構成さ

れるカテゴリーを形成し、カテゴリー相互の関係から分析結果と、ライフライン図を基に、その概要を文

章化し（ストーリーライン）、結果図を作成する方法を用いた。 

Ⅳ．結果Ⅳ．結果Ⅳ．結果Ⅳ．結果    

インタビューデータを上記の方法に従って分析した結果、最終的に105個の概念が生成され、それ

が41の概念に分類された後に、さらに自分自身・家族・仕事そのもの・職場・社会環境の5つの領域と、

ポジティブ・中立・ネガティブの3層からなる15のボックスが形成された。15ボックスに位置したカテゴリ

ーは、自分自身に関する領域と仕事そのものに関する領域に位置する、ポジティブなカテゴリーが多 

かった。また、それぞれのボックスに位置するカテゴリーには、40代と50代での年代ごとの特徴や、男

女の性別による特徴が見出された。 また、ほとんどの調査対象者が、「危機」を体験しているが、その

時期は中年期にものもあれば、中年期に入る前のものもあった。 

さらに、ライフライン図の曲線に共通する特徴に着目し、インタビューデータと照合し、調査対象者

の就業開始時から現在に至るまでの心理的プロセスを分析した結果、キャリアを軸とした心理的プロ

セスのパターンが４つに分類され、調査対象者の仕事に関する興味や価値観には、共通する部分が

あることが明らかになったが、カテゴリーや概念、プロセスといったものでは集約しきれない個別事例が

数件見られた。 

 

 



ＶＶＶＶ....考察考察考察考察    

上記の結果から、本調査における中年期の職業人における、危機を体験への対処方法や、仕事へ

の興味価値観、アイデンティティの様態については、個別性があるものの、年代や性別による一定の

共通点があると考えられた。また、40代は現在と将来を意識し、50代になると、過去を振り返る傾向が

あり、男性は仕事に能動的、積極的、女性は受動的で職場に順応する傾向があることが見受けられた。

また、中年期に該当する年齢は20年を超える長い年月であるので、中年期に入ってからの心理的プ

ロセスに的を絞った調査をすることによって、40代と50代の特徴が明らかになると考えられた。 
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